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（１）モデュールの設定と画枠の比       （２）座標の設定と消失点 
（３）黄金比の導入（画枠全体における黄金比） 
２ 円形神殿 




（１）左側最前景のパラッツォ 正面部の高さ方向  
（２）同 正面部の横幅方向          （３）同 正面部の矩形 
（４）左半分のパラッツォ 側面部の奥行き方向 （５）同 側面部の高さ方向 
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（１）バジリカ                （２）井泉 
５ 平面図と舗石    







































汎で複雑な議論についての日本語文献としては、Ciardi Dupré dal Poggetto( 2001、東京での展覧会カタログ『イ
タリア・ルネサンス 宮廷と都市の文化展』 pp.102-103)に簡潔に要約されている。日本語文献としては、飛ヶ
谷(2007、pp. 70-72)、池上/遠山(2008、pp. 247-249 訳注101)、Frommel(2007、邦訳2011、pp. 63-65)、福田(2012、
pp. 249-255)にも同様な議論の要約がある。なおウルビーノの本作にブラマンテの筆を認めるルチアーノ・ベッロ
ーシの説については上村 (2015、p.14) を参照されたい。 
（注２）本作品の基本的データ 
 所蔵：イタリア ウルビーノ パラッツォ・ドゥカーレ 国立マルケ美術館 Inv. 1990 D 37 
 寸法：67.7 × 239.4 cm 厚さ 3.7cm （URBINO, 2012, p.110) 
 技法と保存状態：板にテンペラ。一枚板のポプラ材であるが、画面上部の縁部分に幅3cmの補足材が長釘で接


















































































































































































































































































































































































 [A'、B'] 画面の高さは67.7 cm（上部の補足材を除くと64.5cm 序の注２参照）であるが、前述の
画面下辺のモデュール2.65cmを当てはめると、ほぼ25等分されると考えられる。したがって（画面


























 A(－45, 0)=A(－45) 
 B(+ 45, 0)=B(+ 45) 
 C(－10, 0)=C(－10) 
 また中央垂直線MM'上の点についてはx座標がつねに０なので、x座標を省略してy座標のみで表記
できることとする。 
 M(0, 0)=M(0) 
 M'(0, 25)=M'(25) 































  （長辺の長さ）/（短辺の長さ）=(√5＋1)/2=1.6180339……=Φ 




















































































































































































































































































































































































































































































































































































  正方形  ルート２矩形  黄金矩形  ルート３矩形  ２：１の長方形  ルート５矩形 
   √1    √2       Φ     √3        √4               √5 





























































































































































































Acidini e Morolli(2006): L'Uomo del Rinascimento : Leon Battista Alberti e le arti a Firenze tra ragione e 
bellezza. Catalogo a cura di Cristina Acidini e Gabriele Morolli, Firenze, 2006 
61
跡見学園女子大学文学部紀要 第 51 号 2016 
 
Ciardi Dupré dal Poggetto(2001): Maria G. Ciardi Dupré dal Poggetto “Città ideale” Rinascimento, 
Capolavori dei musei italiani, Tokyo-Roma 2001 (Catalogo di mostra) pp115-117 [= Maria G. Ciardi 
Dupré dal Poggetto 「理想都市の景観」『イタリア・ルネサンス 宮廷と都市の文化展』 2001  pp.102-103
（国立西洋美術館での展覧会カタログ）]  
Dal Poggetto(1992): Piero e Urbino. Piero e le Corti rinascimentali. catalogo a cura di Paolo Dal  Poggetto, 
Venezia, 1992 
Frommel(2007): Christoph Luitpold Frommel, The architecture of the Italian Renaissance, London, 2007（邦
訳：クリストフ・ルイトボルト・フロンメル『イタリア・ルネサンスの建築』 稲川直樹訳 鹿島出版会 2011 
[pp. 63-65]） 
福田(2012): 福田晴虔『アルベルティ』 中央公論美術出版 2012 [pp. 249-255] 
飛ヶ谷(2007): 飛ヶ谷潤一郎『盛期ルネサンスの古代建築の解釈』 中央公論美術出版 2007 [pp. 70-72] 
池上/遠山(2008): ロベルト・ロンギ『ピエロ・デッラ・フランチェスカ』池上公平・遠山公一訳 中央公論美術
出版 2008 [pp. 247-249 訳注101] 
Seracini(1992): Maurizio Seracini “Ricerche diagnostiche” in  Dal  Poggetto(1992) pp.449-473 [pp.469-473, 
La città ideale] 
Seracini(2006): Maurizio Seracini “Sotto la Città ideale. Il disegno 'nascosto' rivelato dalle indagini 
diagnostiche” in Acidini e Morolli(2006) pp.445-447 
上村(2015):「フランチェスコ・ディ・ジョルジョの芸術―15世紀後半シエナとウルビーノの芸術交流―」平成24
年度～平成26年度科学研究費補助金 研究成果報告書（研究代表者）上村清雄 平成27年３月 [pp.14-16：
第２章 遠近法による景観図（「理想都市」）を表した三枚の板絵] 
URBINO(2012): La Città Ideale: L'utopia del Rinascimento a Urbino tra Piero della Francesca e Raffaello, a 
cura di Alessandro Marchi e Maria Rosaria Valazzi, Milano, 2012 (Exbition held at Palazzo Ducale, 
Urbino) 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
62
